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本会の活動における原子力人材育成について

今年度の本会の活動における重点項目
 「伝える」
 「つながる」
 「はぐくむ」（人材育成）

「はぐくむ」
教育委員会においては、高等教育における原子力施設見学会、初等・中等教育における教科
書調査、技術者教育におけるCPDや技術士講習会が行われています。各支部ではオープンスクー
ル、シニアネットワークでは学生との対話、若手連絡会の勉強会、学生連絡会のポスターセッション
も継続的に実施されています。表彰についても人材育成の要素が多分にあります。小・中・高等学
校の先生方を対象とした教育会員制度も運用しています。人材育成は原子力エネルギーを持続
的に活用していくための基盤であり、学会の役割は大きいと考えています。特に、１F事故の教訓を
人材育成の中にいかに組み込んでいくかが課題であると思います。（越塚会長挨拶文より）



本会における原子力人材育成活動（１／６）
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本会における原子力人材育成活動（２／６）
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【企画委員会】
 本会の理念・ビジョン・構想を検討し，本会のあるべき姿に企画・具現化していくこ
とを目標とする。
• 若手連絡会（YGN）、学生連絡会の活動支援
• オープンスクール開催等の活動支援
• 「次世代情報発信」WGを設置し、若手活動の強化を企画
• 人材育成に関する理事会セッションの企画・開催
（例、2026年秋の大会・理事会セッション、原子力人材育成における学会

の果たすべき役割）
• 「原子力アゴラ」調査専門委員会における検討

• オープンで持続的な原子力研究開発に関する検討・提言分科会
• 研究炉等の役割検討・提言分科会
• 大学等核燃およびRI研究施設検討・提言分科会
• 持続的な原子炉・核燃料サイクル検討・提言分科会
• 地球環境問題対応検討・提言分科会

• 関連組織（例、「原子力人材育成ネットワーク」、「国際原子力人材育成イ
ニシアティブ事業」）との連携

【フェロー企画運営委員会】
• フェロー賞（優秀な学生の表彰）制度



本会における原子力人材育成活動（３／６）
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【部会等運営委員会】
 年会・大会等の事業、部会・連絡会の運営、国内外の学術的会合等の主催・
共催・協賛・後援等の事項を検討し、本会の活動を円滑・活発に進めることを目
標とする。
• 各部会における、若手向け基礎講座、セミナー等の開講
• 各部会における、「（若手、学生）奨励賞」等の表彰制度
• オープンスクール開催等の活動支援
• 年会・大会時における若手・学生への研究成果発表の場の提供
• 年会・大会時における学生連絡会ポスターセッションでの審査・表彰
• 年会・大会時における市民向け講座、小中生向け実験講座の開講
• 年会・大会時における企業展示等を介した企業－学生交流の支援

【支部協議委員会】
 地域に根ざした活動、年会・大会の運営を支援するとともに、各支部間の調整や
協議を行う。
• 各支部における、若手向け研究会、セミナー等の開講
• 各支部における、 「（若手、学生）奨励賞」等の表彰制度
• 各支部における、原子力オープンスクールの開催



本会における原子力人材育成活動（４／６）
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【編集委員会】
 論文誌（和文、英文）および学会誌の編集・発行を通じて、学術情報の発信・
情報共有を図る。
• 若手向け表彰制度（奨励賞、40歳以下）

【教育委員会】
 各種研究機関、産業界、学協会、初等・中等・高等教育機関、市民の原子力
教育に関する調査・検討および支援を行う。
• 初等・中等教育小委員会

• 教科書調査
• 高等教育小委員会

• 若手連絡会、学生連絡会、原子力大学教員協議会への支援
• 原子力施設見学会の開催
• 文科省のコンソーシアム（ANEC）との連携
• 年会・大会における企画セッションの企画・開催
（例、2026年秋の大会・教育委員会セッション、教育機関連携による

1F廃炉人材育成活動の取り組み -NDEC- の紹介）
• 技術者教育小委員会

• 技術士資格取得支援



本会における原子力人材育成活動（５／６）
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【国際活動委員会】
 海外との交流、学生・若手研究者の国際交流支援、国際会議への代表派遣、
参画、運営支援等を通じて、国際的プレゼンスの向上と国際交流促進を図る。
• 日米欧学生交流事業の実施
• 日韓学生・若手研究者交流事業の実施
• 学生連絡会、若手連絡会の国際活動への支援
• 年会・大会における企画セッションの企画・開催
（例、2026年秋の大会・国際活動委員会セッション、若手人材の

海外活動の重要性とその活性化方策）
【標準委員会】
 原子力分野における各種標準の作成・改定・普及を図る。

• 標準策定・普及活動を通じた若手技術者への実務を学ぶ機会の提供
• 標準の普及・理解促進のための講習会等の開催

【倫理委員会】
 研究活動や社会活動における倫理性を確保し、社会からの信頼の確保を図る。

• 講演会、企業への講師派遣による若手への倫理教育の実施
【ダイバーシティ推進委員会】
 多様なバックグラウンドを持つ人材が活躍できる環境の整備を図る。

• 年会・大会におけるポスターセッションの企画・開催
• 女子中高生夏の学校の企画・開催



本会における原子力人材育成活動（６／６）
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【学生連絡会】
 原子力分野の学生が学術活動や交流を通じて、研究能力の向上および将
来のキャリア形成を図る。
• 年会・大会における学生ポスターセッションの開催
• 学生シンポジウムの企画・開催
• 学生と若手社会人の対話イベントの企画・開催

【若手連絡会（YGN）】
 原子力分野において若手技術者・研究者がネットワークを形成することで、専
門性を高め、国際的視野を拡大し、キャリア形成を図る。
• 国際会議への参加支援、発表機会の提供
• 学生連絡会との連携
• 専門交流イベントの企画・開催

【シニアネットワーク（SNW）】
 長年の経験を持つシニア層の会員が情報交換や技術交流を行い、現役世代
と協力することで、原子力の技術向上と発展を図る。
• シンポジウムの企画・開催
• 「学生とシニアの対話」の企画・開催



原子力人材育成活動における国内外組織と本会の位置付け

8

文部科学省 原子力規制庁 経済産業省

大学・高専 産業界

研究機関

日本原子力学会

IAEA（国際原子力機関） OECD/NEA
（経済協力開発機構 原子力機関） 地域原子力教育ネットワーク

国内

海外

初等中等
教育機関



文科省事業・未来社会に向けた先進的原子力教育コンソーシアム参画機関
（ Advanced Nuclear Education Consortium for the Future Society：ANEC ）

92025年2月時点



文科省事業・未来社会に向けた先進的原子力教育コンソーシアム組織図
（ Advanced Nuclear Education Consortium for the Future Society：ANEC ）

102025年2月時点



オープン教材の制作・公開（１／５）
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インターネット上に公開され、自由なアクセス、使用が可能

教育改善
•反転授業の実施

•学習管理システム 
の活用

生涯教育
•オープン教材公開

•MOOC開講

教材蓄積
•オープン教材制作

•ライブラリー化



オープン教材の制作・公開（２／５）

https://ocw.hokudai.ac.jp/lecture/backend-radioactive-waste-disposal-engineering?movie_id=21755

https://ocw.hokudai.ac.jp/?lang=ja



オープン教材の制作・公開（３／５）
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2013年からの累積公開数：２０１件[北大全体で約1,300件]
（令和6年度収録数48講義、公開数32講義）

https://www.open-ed.hokudai.ac.jp/nucl-eng-edu-archives/

https://www.open-ed.hokudai.ac.jp/nucl-eng-edu-archives/
https://www.open-ed.hokudai.ac.jp/nucl-eng-edu-archives/
https://www.open-ed.hokudai.ac.jp/nucl-eng-edu-archives/
https://www.open-ed.hokudai.ac.jp/nucl-eng-edu-archives/
https://www.open-ed.hokudai.ac.jp/nucl-eng-edu-archives/
https://www.open-ed.hokudai.ac.jp/nucl-eng-edu-archives/
https://www.open-ed.hokudai.ac.jp/nucl-eng-edu-archives/
https://www.open-ed.hokudai.ac.jp/nucl-eng-edu-archives/
https://www.open-ed.hokudai.ac.jp/nucl-eng-edu-archives/


オープン教材の制作・公開（４／５）
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ダウンロード（再生）数

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

オープン教材
としての視聴

18,373 5,927 5,818 17,560 7,036 9,694 14,442 13,641

ELMS*からの視聴 － 1,793 1,401 1,883 2,489 1,625 2,030 2,055

計 18,373 7,720 7,219 19,443 9,525 11,319 16,472 15,696

2013年度からの累
計ダウンロード（再

生）数
約5万4千 約6万2千 約6万9千 約8万8千 約9万8千 約10万9千 約12万5千 約14万件

1講義の視聴には、3～7回のダウンロードが必要
*ELMS: Education and Learning Management System



オープン教材の制作・公開（５／５）

15



MOOC（大規模公開オンライン講座）「放射線・放射能の科学」の制作・開講
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Effects of Radiation: Introduction to 
Radiation and Radioactivity
・放射線の基礎～放射性廃棄物処分まで
・2015年7～8月に開講
・講師8名
・登録者数：4,342名（全世界133ヶ国）
・修了者数：   380名

放射線・放射能の科学
・放射線の基礎～放射性廃棄物処分まで
・2020年3～5月, 2021年2～4月, 2023年3～5月
・講師7名
・登録者数：4432名
・修了者数：  875名



MOOC（大規模公開オンライン講座）「地層処分の科学」の制作・開講
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大規模公開オンライン講座（受講無料）
「地層処分の科学」（全５週）

開講期間：令和6年3月28日～8月29日
受講申込先：gacco(https://gacco.org/)
講座番号:ga189
受講者数：１,３８５名
修了率：１９％（平均１７％）
2025年度再開講予定

＜第1週＞
イントロ：地層処分の科学 地下水シナリオとは何か？
担当：北海道大学大学院工学研究院教授 渡邊直子

1．ホウケイ酸ガラスによる放射性廃棄物の固定化
担当：IMT Atlantique 教授（フランス、ナント）
Bernd GRAMBOW ※英語、和訳字幕

＜第2週＞
2. 金属容器は何年もつのか？ ガラス固化体を1,000年間
以上閉じ込める金属容器
担当：日本原子力研究開発機構 基盤技術研究開発部
谷口直樹

＜第3週＞
3. なぜ粘土で覆うのか？ 粘土緩衝材の役割とその研究
担当：北海道大学大学院工学研究院教授 小崎完

＜第4週＞
4. 地層と地表はどのようにつながっているのか？ 地層
処分に関わる深部地下環境の科学
担当：日本原子力研究開発機構幌延深地層研究センター
岩月輝希

＜第5週＞
5. どうやって将来の地層処分の安全性を評価するのか？
地層処分の安全評価
担当：東海大学工学部教授 若杉圭一郎

渡邊直子
（北大）

小崎 完
（北大）

若杉圭一郎
（東海大）

岩月輝希
（原子力機構）

谷口直樹
（原子力機構）

Bernd GRAMBOW
（IMT Atlantique）

https://gacco.org/


MOOC（大規模公開オンライン講座）「地層処分の科学」の受講生構成
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受講者の年齢構成

受講者の職種構成

受講者年代 10代以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代 その他 合計
受講登録数 38 166 140 179 244 259 237 122 1,385

受講登録構成比 2.7% 12.0% 10.1% 12.9% 17.6% 18.7% 17.1% 8.8%

No. カテゴリ 実数 %
1 01．フルタイム 379 50.7%
2 02．パートタイム、アルバイト 68 9.1%
3 03．専業主婦（夫） 25 3.3%
4 04．無職 197 26.4%
5 05．小学生 0 0.0%
6 06．中学生 1 0.1%
7 07．高校生 8 1.1%
8 08．短大生・高専生・専門学校生 2 0.3%
9 09．大学生 43 5.8%

10 10．大学院生（修士課程） 10 1.3%
11 11．大学院生（博士課程） 5 0.7%
12 12．上記以外の学生 9 1.2%

回答数合計 747 100.0%



MOOC「地層処分の科学」受講前アンケート回答
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受講の動機（回答数：233名）

1．テーマへの純粋な関心（約30%）
 ・知的好奇心、地層処分という言葉に興味があった、初めて聞いたテーマだったから、地学/地質/地層に

興味がある、タイトルを見て興味を持った、ニュースで取り上げられていた
2. 社会問題・政策への関心（約25～30%）

・原発や核廃棄物の社会的・政治的な課題に興味、最終処分地問題（NIMBY問題）への問題意識、
北海道や福島などの地域と関係、「後世に問題を残すべきではない」という倫理的な観点

3. 業務・研究・キャリア関連（約20%）
・原子力・エネルギー・地質関連の仕事に就いているまたは就く予定、放射線取扱主任者・地質技術者などの

専門職、業務に関係するから・社内研修のため
4. 以前の講義・関連分野からの継続学習（約10%）

・gaccoの他講座を受講しており、関連テーマとして受講、原子力や放射線の基礎を既に学んでいて、
次のステップとして受講

5. 地元・地域との関係性からの関心
・自分の出身地や在住地が原発・核関連施設と関係がある（福島、北海道、青森など）、地域ニュースや

自治体の文献調査がきっかけ
6. 漠然とした不安や疑問の解消

・地層処分の安全性に対する不安、科学的に正しい知識を得たい、将来への不安や倫理的な問題意識

受講者の特徴：
１．純粋な知的好奇心と社会問題への意識が共存しており、単なる学習以上のモチベーションがある。
２．専門職や現場関係者も多く、実務的ニーズに応える内容も期待されている。
３．安全性や倫理性への深い関心から「知識を正しく得たい」という受講動機が強い。



MOOC「地層処分の科学」受講後アンケート回答
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受講による意識や考えの変化の全体傾向（全回答数：45名）

■ 受講前の意識（共通傾向）
- 知識不足：「地層処分って何？」レベル
- 漠然とした不安や誤解

（例：「臭いものに蓋」「本当に安全？」）
- マスコミや感情に左右された印象が強い

■ 受講後の意識変化（主な5分類）
- 知識・理解の深化：科学的理解の深化（例：多重バリア）
- リスク認識の修正：「危険」→「理論に基づく納得感」
- 社会・倫理的視点：将来世代への責任、自分の関与意識
- 視野の広がり：他者の立場・反原発的偏見の修正
- 行動意欲の向上：学習継続・知識共有の意欲

■ 少数派の意見・留保
- 理解は進んだが不安は残る
- 合意形成の困難さの指摘も

■ 意識変化のインパクト
- 感情的な不安 → 科学的理解へ
- 『自分ごと』としての認識拡大
- 教育・情報発信の重要性の自覚

今後に向けた示唆

「伝える」
「つながる」
「はぐくむ」
（人材育成）

- 正しい情報の発信
- 科学と社会の橋渡し
- 地域・世代間の対話と合意形成
- 教育
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